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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2022年６月29日に提出いたしました第79期（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）有価証券報告書に添付して

おります「独立監査人の監査報告書」の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価

証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
2022年６月29日付「独立監査人の監査報告書」

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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 独立監査人の監査報告書  

　　（訂正前）

（省略）

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

関係会社株式及び関係会社出資金の評価の妥当性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、2022年3月31日現在、関係会社株式16,845百万

円及び関係会社出資金2,477百万円を貸借対照表に計上し

ている。このうち、市場価格がなく、時価を把握すること

が極めて困難と認められる関係会社株式は14,797百万円及

び関係会社出資金は2,477百万円であり、当該金額は資産

合計の約31％に相当する。

　時価を把握することが極めて困難と認められる関係会社

株式及び関係会社出資金の減損処理の要否は、取得原価と

純資産を基礎として算定した実質価額とを比較することに

より判定されている。発行会社の財政状態の悪化により実

質価額が取得原価に比べ著しく低下したときは、実質価額

の回復可能性が十分な証拠によって裏付けられる場合を除

き、実質価額まで減損処理する必要がある。

　関係会社株式及び関係会社出資金は貸借対照表において

金額的重要性が高い勘定科目であることから、当該関係会

社株式及び関係会社出資金の評価の妥当性は、当監査法人

の監査上の主要な検討事項に該当すると判断した。

　当監査法人は、時価を把握することが極めて困難と認め

られる関係会社株式及び関係会社出資金の評価の妥当性を

検討するにあたり、主として以下の監査手続を実施した。

・有価証券の減損に関する会計方針を閲覧し、会社の実質

価額の算定プロセスや回復可能性の検討プロセスを理解

した。

・取締役会議事録の閲覧及び経営者や事業部責任者等への

質問を通じて子会社の経営環境を理解し、財政状態の悪

化の兆候を示唆する子会社の有無を確認した。

・取得原価との比較に用いられた実質価額が、各子会社の

財務数値に基づいて適切に算定されているかどうかにつ

いて検討した。

・実質価額の算定基礎となる各社の財務情報については、

主要な子会社を検討対象とし、各子会社の監査人によっ

て実施された監査手続とその結果を把握することによ

り、当該財務情報の信頼性を評価した。

・取得原価に対して実質価額の著しい下落が生じた関係会

社株式及び関係会社出資金の有無について、経営者の判

断の妥当性を評価した。

 

双葉電子工業株式会社に係る収益認識

 

　双葉電子工業株式会社は、当事業年度の損益計算書において売上高29,258百万円を計上している。監査上の主要な検討

事項の内容及び決定理由並びに監査上の対応については、連結財務諸表の監査報告書に記載されている監査上の主要な検

討事項（双葉電子工業株式会社に係る収益認識）と同一内容であるため、記載を省略している。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任

は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内

容に対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

（省略）
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　　（訂正後）

（省略）

監査上の主要な検討事項

　監査上の主要な検討事項とは、当事業年度の財務諸表の監査において、監査人が職業的専門家として特に重要であると

判断した事項である。監査上の主要な検討事項は、財務諸表全体に対する監査の実施過程及び監査意見の形成において対

応した事項であり、当監査法人は、当該事項に対して個別に意見を表明するものではない。

関係会社株式及び関係会社出資金の評価の妥当性

監査上の主要な検討事項の内容及び決定理由 監査上の対応

　会社は、2022年3月31日現在、関係会社株式16,845百万

円及び関係会社出資金2,477百万円を貸借対照表に計上し

ている。このうち、市場価格のない関係会社株式は14,797

百万円及び関係会社出資金は2,477百万円であり、当該金

額は資産合計の約31％に相当する。

　市場価格のない関係会社株式及び関係会社出資金の減損

処理の要否は、取得原価と純資産を基礎として算定した実

質価額とを比較することにより判定されている。発行会社

の財政状態の悪化により実質価額が取得原価に比べ著しく

低下したときは、実質価額の回復可能性が十分な証拠に

よって裏付けられる場合を除き、実質価額まで減損処理す

る必要がある。

　関係会社株式及び関係会社出資金は貸借対照表において

金額的重要性が高い勘定科目であることから、当該関係会

社株式及び関係会社出資金の評価の妥当性は、当監査法人

の監査上の主要な検討事項に該当すると判断した。

　当監査法人は、市場価格のない関係会社株式及び関係会

社出資金の評価の妥当性を検討するにあたり、主として以

下の監査手続を実施した。

・有価証券の減損に関する会計方針を閲覧し、会社の実質

価額の算定プロセスや回復可能性の検討プロセスを理解

した。

・取締役会議事録の閲覧及び経営者や事業部責任者等への

質問を通じて子会社の経営環境を理解し、財政状態の悪

化の兆候を示唆する子会社の有無を確認した。

・取得原価との比較に用いられた実質価額が、各子会社の

財務数値に基づいて適切に算定されているかどうかにつ

いて検討した。

・実質価額の算定基礎となる各社の財務情報については、

主要な子会社を検討対象とし、各子会社の監査人によっ

て実施された監査手続とその結果を把握することによ

り、当該財務情報の信頼性を評価した。

・取得原価に対して実質価額の著しい下落が生じた関係会

社株式及び関係会社出資金の有無について、経営者の判

断の妥当性を評価した。

 

双葉電子工業株式会社に係る収益認識

 

　双葉電子工業株式会社は、当事業年度の損益計算書において売上高29,258百万円を計上している。監査上の主要な検討

事項の内容及び決定理由並びに監査上の対応については、連結財務諸表の監査報告書に記載されている監査上の主要な検

討事項（双葉電子工業株式会社に係る収益認識）と同一内容であるため、記載を省略している。

 

その他の記載内容

　その他の記載内容は、有価証券報告書に含まれる情報のうち、連結財務諸表及び財務諸表並びにこれらの監査報告書以

外の情報である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その

他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

　当監査法人の財務諸表に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内

容に対して意見を表明するものではない。

　財務諸表監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と財

務諸表又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要

な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。

　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

（省略）
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